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広島幼稚園の事前ヒアリング調査の結果概要 
 
（1）ヒアリングの概要 
 特別天然記念物の追加指定地に敷地を所有し、森林を活用した保育を実践している広島
幼稚園（学校法人北広島竜谷学園）に対して、これまでの幼稚園と市とのやり取り・協議
内容を把握した上で、理事長・園長らに事前ヒアリングを実施する。 
・日時 2022 年 6月 7日      
・場所 広島幼稚園 
・対象 遠藤園長  国本副園長  笹崎副園長 
  ※広島幼稚園の概要  教職員数 33名、園児数 110名 
 
（2）ヒアリングの項目 
 事前に相手方にも項目を提示した上で、それぞれについて聞き取りをした。 
○「やかましの森」の山林取得のねらいと活用の理念、方針について 
○「やかましの森」の管理や利用の実態 
○「森育」の成果、実践の評価 
○今後の展望、天然記念物指定について 
○職員や保護者のやかましの森に対する理解・要望について 
 
（3）ヒアリング結果の概要 
●やかましの森についての経緯 
・「やかましの森」は 2005 年に檀家から購入、ドイツの自然保育・森林教育を参考に
した取り組みを開始する。2019 年から森林教育のみに特化した「森組」をスタートさ
せる（児童 20名、教員 4名）。 
・森の一部が道路用地となったため、一部施設を移転。 
 
●方針 
・生命尊重、自立心の養成を重視している。「何でも自分で考えてやる」 
・他のクラスも週に 1回は森に行くが、森組とは行動が異なり、常に自然の中にいる中
で培われるものがある。 
・森組は年中と年長の 2年間が対象。年少から幼稚園に入って慣れてから森組に入る前
提となっている。 
 
●利用実態 
・幼稚園から森まではバスで移動。主に午前中活動している。活動は雨の日も冬もして
いる。 
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・森の中ではヤマブドウ等を取ったり、沢が枯れるので、エゾサンショウウオの引っ越
しをしたりといろいろやっている。 
・週に 1回給食づくりがあり、石で組んだかまどを使っている。そのほか火は寒いとき
にテント内で石油ストーブを焚く程度。 
・生き物のことは、森下さんなど相談する人がいろいろいて知識を得ている。職員もど
のような取り組みができるか、研修などを受けた。 
・親は自由に森に来てよく、炊事などのサポートもしてもらっている。 
 
●管理 
・草刈りを年に数回、全体に対して実施。 
・ハチ対策としてわなを設置している。 
・冬は除雪をしている。 
・ダニは毎日帰るときにチェックしている。見つかることが多いが、教員が取り除いて
いて、病院に行くまではほとんどない。けがなどは保護者には理解してもらっていると
思っている。 
 
●今後の展開 
・希望が多いので、定員は少し増やすことは考えている。 
・札幌から来ている利用者もおり、求められている実感はある。 
 
●天然記念物指定と今後の利用について 
・天然記念物指定については、北広島市から提起された。特に今までと変わらないと説
明を受け、指定されれば開発はされなくなるというので同意した。そのままを大切に保
護するという考えで取り組んでいるので理念は同じと思っている。 
・他の利用については、市民グループの観察会等にはぜひ使ってほしい。活動の視察な
どもありがたいと思っている。 
・山菜採りなどの勝手な立ち入りは以前はあったが、現在は子どもがいつもいるためほ
とんどなくなったように思う。天然記念物指定されたこともあり、立ち入りについては
市を通して問い合わせしてもらうという形にしている。 
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